
平成２８年度農林水産功績者等表彰（農業委員会等表彰） 

１．受賞組織 【美里町農業委員会】 

２．受賞内容 【農業委員会等表彰】 

３．活動内容 

（１）農地法の適正な運用及び公平性・透明性を持った審議 

総会審議にあたっては、農地法第３条・第４条・第５条、農地利用集積計画等につ

いての判断根拠を１件ごとに詳細に示し、委員の質疑を経て決することにより審議の

客観性、公平性及び透明性を図っている。 

（２）女性及び青年農業委員の活躍 

当農業委員会には、合併当初から常に２～４名の公選を含む女性農業委員が在任し

ており、現在も３名の委員が女性の視点から家族経営など農業経営等に対して積極的

に考えや意見を述べ農業委員会の活性化につながっており、農業者年金の加入推進に

おいても女性農業委員が中心的役割を担い実績を上げている。また、全国の女性農業

委員の団体である「全国女性農業委員ネットワーク」の会長に当委員会の女性委員が

就任しており、国会での説明など全国的に活躍をしている。当農業委員会には、５０

歳未満の青年農業委員も２名在任しており、新しい発想の意見を述べるなど農業委員

会活動の活性化に寄与している。 

（３）農地集積と遊休農地の解消 

当町では、平成２６年３月に町全体での「人・農地プラン」が策定された。また、

農地中間管理事業にも積極的に取り組んでおり、昨年度は、１４９件１７０ｈaを農地

中間管理機構と利用権を設定している。高齢等により耕作が出来なくなった農地の所

有者などの情報を担い手へ繋げながら、農地の集積を行うとともに耕作放棄地に繋が

らないように努めている。また、耕作放棄地や違反転用防止の啓蒙・啓発を行うとと

もに、毎年８月に町内全域を対象に農地利用状況調査を実施、農地の利用状況を把握

し、遊休農地等については、対象者全員に農地利用意向調査を実施し、解消に努めて

いる。昨年度は、長年の懸案事項だった荒廃農地を国の交付金事業を活用し再生して

いる。 

こうした活動の結果，当町の担い手への農地集積率は８６.４％，遊休農地率０.９

８％で，改正農業委員会法で定める「農地利用最適化推進委員」を設置しなくても良

い町となっている。 

（４）その他 

当農業委員会では、農業者経営環境支援の一環として、老後の農業者の生活の安定

のため農業者年金の周知及び戸別訪問等の加入推進活動を積極的に行っており、最近

５年間では、３５人の加入実績があり、特に昨年度は、１１名の加入実績により部門

別で全国１位となり表彰されている。農業者からの情報収集等として、認定農業者と

の意見交換会を毎年開催し、農業者の考えや問題点などを認識し、農業委員会活動に

生かしており、また１１月から３月までは、毎月２回「農家相談日」を設け、農業等

に関する悩み事の解消に努めている。 

当農業委員会では、「農業委員会だより」を年２回発行し、農家世帯だけでなく町内

全世帯に配布しており、農業者以外にも農業委員会の活動状況等の周知を図っている。 
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